
 福島県内における除染等の措置により生じた除去土壌を対象として、関係者の理解・
信頼を醸成しつつ、再生資材化した除去土壌の安全な利用を段階的に進めるため、平
成28年６月に「再生資材化した除去土壌の安全な利用に係る基本的考え方」を取り
まとめました。現在、この基本的考え方を指針として、南相馬市等の実証事業を通じ
て、再生利用の安全性等の確認を進めています。南相馬市における除去土壌再生利用
実証事業では、事業開始時から空間線量率等に大きな変動はなく、盛土を通過した浸
透水の放射性物質濃度はすべて検出下限値未満となっています。  
  

  環境省　中間貯蔵施設情報サイト「南相馬市における再生利用実証事業」  
   http://josen.env.go.jp/chukanchozou/facility/eff ort/recycling/minamisoma.html  
  
  この基本的考え方では、除去土壌の再生利用について、利用先を管理主体や責任体

制が明確となっている公共事業等に限定し、追加被ばく線量を制限するための放射能
濃度を限定するとともに、覆土による遮へい等の適切な管理の下で実施することを想
定しています。  
  

  本資料への収録日：平成31年３月31日 
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